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風致地区の種別変更について

1

議事２

2

議事2の内容

２ 東月寒向ヶ丘風致地区の種別変更について

３ 天神山風致地区の種別変更について

１ 風致地区制度について

 議事2 
 資料3 
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１ 風致地区制度について

3

風致地区とは

都市計画法（第９条）「都市の風致を維持するために定める地区」

自然的環境の骨格をなす山並み、丘陵、河川及び市街地に残る緑地を中心とし
た緑豊かな環境を守り育てるために定める地区

札幌市では・・・

１２地区 約３，６００ha

緑が豊かな住宅地都心部のみどり山並み
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凡例

風致地区

札幌市
（市街化区域）

札幌市の風致地区(12地区 約3,600ha)

地区名 面積（ha) 告示年

大通 34.8 昭和14

豊平川 328.8 昭和14

天神山 18.6 昭和14

藻岩山 959.4 昭和14

北海道神宮 880.0 昭和14

発寒川 46.1 昭和14

新川通 46.8 昭和14

創成川上 12.4 昭和14

創成川下 46.0 昭和14

東月寒向ヶ丘 129.3 昭和41

羊ヶ丘 1067.5 昭和41

ポプラ通 27.5 昭和41

計 3597.2

5

札幌駅

天神山風致地区の一部区域 東月寒向ヶ丘風致地区の一部区域

風致地区の種別

札幌市緑の保全と創出に関する条例（第２７条）

第一種
樹林地、河川、丘陵等が重要な要素となって特に優れた
自然的環境を形成している地区

第二種

第三種

第四種

良好な自然的環境を形成し、かつ、第一種風致地区に隣接
する地区

第二種風致地区に準ずる良好な自然的環境を形成している
地区

都市的な土地の利用に配慮しつつ、風致の保全及び創出
を図る地区

（特に重要な風致資源である「核となる風致資源」）

（第一種に隣接する傾斜地の宅地等）

（第一種・第二種に隣接する平地の宅地等）
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行為の制限

風致地区では、各種別に応じて建築物の高さや敷地面積に対する建
物面積の割合などを制限し、緑化する空間を確保することによって、
都市の風致を保全し、緑豊かな都市環境の保全を図っています。

市長の許可が必要な行為

●建築物の建築

●工作物の建設

●宅地の造成、土地の開墾その他の土地の形質の変更

●樹木の伐採

●水面の埋立て又は干拓

●土石類の採取

●建築物その他の工作物の色彩の変更

●物件のたい積の用に供するための土地の使用
7

許可の基準

種
別

高さ 建ぺい率
道路からの
後退距離

隣地からの
後退距離

緑化率
平均地盤面
の高低差

第
一
種

１０ｍ
以下

３０％
以下

３ｍ
以上

１．５ｍ
以上

５０％
以上

６ｍ
以下

第
二
種

１２ｍ
以下

４０％
以下

３ｍ
以上

１．５ｍ
以上

４０％
以上

第
三
種

１５ｍ
以下

４０％
以下

３ｍ
以上

１．５ｍ
以上

３０％
以上

第
四
種

１５ｍ
以下

４０％
以下

２ｍ
以上

１ｍ
以上

３０％
以上

8



5

２ 東月寒向ヶ丘風致地区の種別変更について

9

10

東月寒向ヶ丘風致地区の概要
＜告示＞ 昭和41年 ＜面積＞ 129.3ha
＜核となる風致資源＞
八紘学園の牧歌的風景、月寒川、ラウネナイ川、水辺や河畔林

地下鉄福住駅

農地・牧草地
や河川

共進会場跡地

農地や歴史的建造物

空中写真（H28年撮影)

風致地区
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東月寒向ヶ丘風致地区の種別指定

種別変更予定地

（約5.8ha)

地下鉄福住駅

11

告示：昭和41年
面積：129.3ha

第一種風致地区 八紘学園の農地及び牧草地、月寒川、ラウネナイ川

第三種風致地区 第一種に隣接する宅地

第四種風致地区 国道36号に面する宅地

種別変更の予定地について

12

八紘学園所有地

＜所 在＞豊平区月寒東3条11丁目 ＜面積＞約5.8ha
＜所有者＞学校法人 八紘学園 ＜現況＞未利用地

空中写真（H28年撮影）

あやめ野
中学校

商業施設

複合商業
施設建設中

札幌市取得地

種別変更予定地
（約5.8ha)

写真①

写真① 5月撮影
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これまでの経緯

13

医療系大学、病院、福祉施設の導入
（農業と医療・福祉の連携）

種別変更について協議依頼

地区計画 風致地区

種別変更について検討

地区計画の変更の提案
（都市計画提案制度）

地区計画の変更について検討

土地所有者

種別の変更案の作成地区計画の変更案の作成

都市計画審議会 緑の審議会

14

地区計画について

地区計画変更区域

文教・機能複合地区

【建築物の用途の制限】
大学、高等専門学校、専修学校
その他これらに類するもの、畜舎
以外は建築してはならない。
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15

地区計画の変更案（当初案） 第102回都市計画審議会諮問
区分 文教A地区 文教B地区 文教・機能複合地区

面積 48.8ha 6.4ha 5.8ha

建築物
の用途
の制限

以下の建築物以外
の建築物は、建築し
てはならない。

（1）大学、高等専門
学校、専修学校その
他これらに類するも
の
（2）畜舎

以下の建築物は建築し
てはならない。

（1）住宅
（2）共同住宅、寄宿舎、
下宿

建築物
の敷地
面積の
最低限
度

1,000㎡ 200㎡ 1,000㎡
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地区計画の変更内容（第103回都市計画審議会諮問）
令和元年6月 日告示

区分 文教A地区 文教B地区 文教・機能複合地区

面積 48.8ha 6.4ha 5.8ha

建築物の用
途の制限

以下の建築物以外の
建築物は、建築して
はならない。

（1）大学、高等専門学
校、専修学校その他
これらに類するもの
（2）畜舎

以下の建築物以外の建築物は、
建築してはならない。

（1）大学、高等専門学校、専修学
校その他これらに類するもの
（2）畜舎
（3） 病院又は診療所
（4）老人ホーム、保育所、福祉
ホームその他これらに類するもの
（5）老人福祉センター、児童厚生
施設その他これらに類するもの
（6）調剤薬局
（7）前各号の建築物に附属するも
の

建築物の敷
地面積の
最低限度

1,000㎡ 200㎡ 1,000㎡



9

17

地区計画の変更内容（新たに追加）

広場 約1,800㎡
歩道状空地 幅員2.0ｍ 延長 約40ｍ

地区施設の配置及び規模

１ 道路境界線から建築物の外壁等の面までの距離の最低限度

２ 隣地境界線から外壁等の面までの距離の最低限度は
6ｍとする。

建築物の壁面の位置の制限

道路名 外壁等の面までの距離の最低限度

白石・藻岩通
（1）高さ10ｍ以下の建築物 6ｍ
（2）高さ10ｍを超える建築物 30ｍ

風致に配慮

18

地区計画 計画図

後退距離
（６ｍ）

後退距離
（30ｍ）

歩道状空地

広場
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19

完成予想図

医療系大学

病院・福祉施設

広場

・既存樹木（ニセアカシア、ケヤキ）
・新規植栽（イタヤカエデ、アカエゾマツ、サクラ他）
・生垣の造成（イボタ）

歩道状空地

種別の変更案（拡大図）
東月寒向ヶ丘風致地区の一部区域(約5.8ha）

第三種風致地区

第一種風致地区凡
例

変更前 第一種風致地区 変更後 第三種風致地区

種別変更予定地
(約5.8ha)

種別変更予定地
(約5.8ha)

20
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種別変更の理由

21

●所有者は、計画地を牧草地として利用する意向がなく、新たな
土地利用を計画している。

●広場の創出や建物の後退距離を十分に設け、みどりを配置し、
風致に配慮した計画である。

●第三種に変更することで、開発面積を最小限に抑えることがで
き、風致資源の保全が可能となる。

建築物

高さ制限：10ｍ

＜第一種＞

建築物

高さ制限：15ｍ

＜第三種＞

概ね
2階建て 開発区域 開発区域

概ね
4階建て

建築物を高層に
できることにより、
開発面積を小さく
できる。

●農業と医療・福祉の連携を図り、幅広い教育環境の創出を目指
しており、地域の新たな魅力の創出に繋がる計画である。
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条例の規定に基づく変更手続き

第84回緑の審議会（本日）

風致地区の種別変更の決定・告示
（6月予定）

変更案の公表・縦覧（３０日間）
1/7～2/5

変更案の作成

意見なし

第82回緑の審議会（H30.11.27） 事前説明

条
例
に
基
づ
く
手
続
き
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３ 天神山風致地区の種別変更について

23

24

天神山風致地区の概要

＜告示＞ 昭和14年、昭和41年（変更） ＜面積＞ 18.6ha

地
下
鉄
南
北
線

天神山緑地

天神山特別緑地保全地区
（相馬神社）

旧百景園跡地
（旧アサヒビール園）

澄川墓地
風致地区
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25

天神山風致地区の種別指定

種別変更予定地

（約0.47ha)

天神山緑地

天神山特別緑地保全地区
（相馬神社）

第一種風致地区 天神山緑地、天神山特別緑地保全地区（相馬神社）

第二種風致地区 第一種に隣接する宅地（傾斜地）

第三種風致地区 第一種、第二種に隣接する宅地（平地）

平岸西小

＜告示＞ 昭和14年、昭和41年（変更） ＜面積＞ 18.6ha

26

天神山緑地について
天神山を有する緑地。梅林や日本庭園などがあり、展望広場からは、藻岩山や
市街地などを望むことができる。

展望広場からの眺望

日本庭園

天神山緑地

ウメ林

天神山
アートスタジオ

展望広場

駐車場

日本庭園

相馬神社

澄川墓地

リンゴ林

遊具広場

種別変更区域

フジ
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拡張区域について
＜概要＞通称天神藤を含む土地を公園緑地として拡張・整備
＜工事＞平成29年～平成31年度 ＜用地取得＞平成27年、平成29年

写真②

藤棚

写真①

写真①

国
道
４
５
３
号

写真②

種別の変更案
天神山風致地区のうち公園拡張区域他約0.47ha

第三種風致地区

第一種風致地区凡
例

28変更前 第三種風致地区 変更後 第一種風致地区

天神山緑地 天神山緑地

【種別変更の理由】

第三種風致地区の一部区域が公園として整備されたため、天神山
風致地区の種別の指定の考え方に基づき、第三種風致地区から第
一種風致地区へ変更する。

種別変更予定地
(約0.47ha)

種別変更予定地
(約0.47ha)
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29

条例の規定に基づく変更手続き

第84回緑の審議会（本日）

種別変更の決定・告示
（6月予定）

変更案の公表・縦覧（３０日間）
4/15 ～ 5/14

変更案の作成

意見なし


